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2026年　新政権のゆくえ（仮題）
【特集Ⅱ】

原発問題の現在（仮題）

埼 玉の弁護士伊
い す

須慎一郎です。司法修
習55期で現在55歳。ずっと埼玉総

合法律事務所に所属しています。前号の「ひ
ろば」は愛知の中谷雄二先生でした。中谷
先生には、リーマンショック後の派遣切り
事件や、現在、東京高裁係属中の自衛官冤
罪国賠請求事件などで、具体的なアドバイ
スをいただき、いつもお世話になっていま
す。中谷先生は、日本政府が敵を作り、外
国人に対する憎悪、差別、偏見を助長し、
日本社会に暴力と人権軽視の風潮を蔓延さ
せたと指摘されています。私は、不十分な
がら、埼玉発、現在進行形のクルド人への
差別問題を報告し、問題享有させていただ
きたいと思います。
　埼玉県川口市（人口60万7447人、外国人4万
8161人）には、クルド人が2000～3000人暮
らしています。2023年まで、クルド人は川
口市内で平和に暮らしていました。しかし、
2023年4月以降、クルド人に関わる複数の
出来事があり、インターネット上だけでな
く、クルド人の実生活空間である川口市内
でクルド人に対するヘイトデモが始まりま
した。
　日本クルド文化協会をターゲットとした
デモは、2024年2月から6回実施されてい
ました。その後、デモの首謀者がインター
ネット上で、2024年11月24日にデモ活動を
行うことを予告したことから、債権者文化
協会は、2024年11月11日付で、デモの首
謀者（債務者）に対し、人格権を根拠に妨害
予防請求権として、事前デモ禁止を求める
仮処分を申し立てました。さいたま地方裁
判所は、2024年11月21日、債権者の主た
る事務所の入口を基点として、半径６００メ
ートルの範囲内において、デモなどを禁じ
る仮処分決定を出しました。現在、さいた
ま地方裁判所に本訴が係属しています。
　2025年7月20日の参議院選挙の前後を通
じ、入管の「国民の安全・安心のための不
法滞在者ゼロプラン」、参院選中の政見放
送で「クルド人は知能指数の低いくず中の
くず。生きる権利はどこにもない」等の候
補者のヘイト演説、クルド人だけでなく、
クルド人を支援する団体にも「近々日本に
いるクルド人を１人ずつ殺していく、日本
にいる限り終わらない」などというメール
が多数送られています。2025年7月、川口
市内でクルド人の小学生兄弟が、近所に住
む男に「国へ帰れ」と言いながら肘で突か

れ、2025年8月、上記兄弟の父親に対し、
上記男が「法律がなければ、おまえなんか
ぶっ殺してやる」と面と向かって殺害を告
知する刑事事件が発生しています。
　この間、川口のクルド人を偽装難民だと
誤認させる悪印象操作⇒特定のクルド人の
犯罪をクルド人全体に犯罪傾向が高いと決
め付ける情報操作⇒それによってクルド人
は劣った民族で、何をしてもいい存在だと
いう風潮が蔓延し、実際にクルド人差別を
根拠としたと思われる犯罪まで発生してい
ます。
　一方で、このようなクルド人に対する差
別を許すなと、ヘイトスピーチへの抗議活
動を行っている市民のみなさんは、ネット
で抗議の様子を晒されるリスクを背負いな
がら、今日も抗議行動を行っています。そ
して、反外国人差別の市民のみなさんは、
来年2月1日の川口市長選挙で、候補者が
クルド人に対する差別演説を繰り返し、ま
すますクルド人に対する憎悪、差別、偏見
が助長、誘発されることを恐れています。
　個別の差止め訴訟、刑事事件の被害届の
提出などの対処療法では抜本的な解決には
ほど遠く、ますます参院選挙後、排外主義
は瞬く間に拡大しています。クルド人を含
めた外国人差別の拡大を許さないために、
名誉毀損などの個別対応ではなく、包括的
外国人差別禁止法、又は埼玉県内自治体の
差別禁止条例の制定が最重要課題の１つだ
と考えます。難しい課題ですが、市民のみ
なさん、自治体、議員、支援団体、法律家、
当事者と、もっともっと力を合わせ、微弱
ではありますが、外国人差別を背景とした
軍拡への歯止めにもつなげたいと考えてい
ます。	 （弁護士　伊須慎一郎）
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